システム監視.管理をするための専用ソフトウエアについて説明しています。 


EXPRESS 巳 UILDER(SE) (—94 ぺーシ *). 5添付の 「EXPRESS 巳 UILDER(SE)CD-ROM」 から 

の起動方法と EXPRESSBUILDER (SE) が提供す 
る機能について説明しています。 

ディスクアレイコンフィグレーション (—102 ページ）...ディスクアレイを構築している場合のその構築方 

法について粋明しています。 

オフライン保守ユーティリティ（—104ページ） . 専用の保守ユーティリティの使い方について説日月 

しています。 

システム診断 (—106 ページ） . 専用の診断ユーティリティの使い方について説日月 

しています。 

DianaScope (->109ページ） . ネットワークやシリアルポートを使って装置をリ 

モートで保守することができるアプリケーション 
「DianaScope」 について説明しています。 

BMC Online Update (-*110ページ） . 本体内に装着されているリモートマネージメント 

力ード内のファームウェアをアップデートする 
ツールについて説明しています。 

ESMPRO (一 112ベージ) . 添付の 「EXPRESSBUILDER (SE)CD-ROM」 およ 

ぴ「パックアップ CD-ROM」 にパンドルされてい 
る Express 5800シリーズ統合管理アプリケー 
シヨン 「ESMPR0」 について説明しています。 


ェウスプレス通報サービス （—1 13ページ) 


本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保 
守サービスセンターへ通報するアプリケーシヨン 
です(別途契約が必要です）。 

















EXPRESSBUILDER(SE) 

EXPRESSBUILDER(SE : Special Edition ) は、本装置を保守 • 管理するための統合ソフトウ i アです。 


起動方法 


本体の CD - R 〇 M ドライプに EXPRESSBUILDER ( S 0 をセツトして、電源を ON にすると起動 
します。 

■ I ： Windows マシンに EXPRESSBUILDER (SE)CD-ROM をセットすると管理アプリケーション 
■ レ、, こ のインストールやドキュメントの閲覧ができる「マスターコント ロール メニュー」が表示さ 
^れます。 

起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方法があります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従って起動してください。 

1. 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続する。 

2. 本体の CD - ROM ドライプに 「 EXPRESSBUILDER ( SE )」 CD - ROM をセツトする。 

3. 本体の電源を〇 FF / ON してシステムを再起動する。 

リブート後、管理 PC の画面上にメインメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 
PC から実行できるよラになります。 

LAN 接続された管理 PC からの起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内の 「DianaScope 
オンラインドキュメント」を参照してください。 


ダイレクト接続 (COM B) された管理 PC からの起動 

DianaScope を使用します。詳しく は EXPRESSBUILDER ( SE ) CD-R 〇 M 内の 「DianaScope 
オンラインドキュメント」を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER(SE ) トップメニ 



EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) トップメニューは各種ユーティリティを個別に起動し、オペレ_ 
夕によるセツトアップを行うときに使用します。 


H -〇 B 丨0 S の設定を間違えると 、 C D - R 0 M から起動しない場合があります。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) を起動できない場合は 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動 
して以下のとおりに設定してください。 

「 Boot 」 メニューで 「 CD-ROM Drive 」 を一番上に 、 「Removable Devices 」 を二番目 
に設定する。 


EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) トップメニューは以下のメニューで構成されています。 




ツール 


EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) に収められている各種ユーティリ 
ティを個別に起動し、オペレータによるセツトアップを行い 
ます。 


广ノ 


ヘルプ 

EXPRESSBUILDER ( SE ) について説明しま 
す。セツトアップを実行する前に一通り目 
を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDERVer3., 



K ックアッブ情報が無いときは.修理復旧 fl 寺に 
お客欞の装置固有の情報や設定を復旧できなく 
なります。 

バックアツブは、空きフロ.ダビし'ディスクを 
1枚準備して、.ツ ー— ルでオフライ'ノ保守 
ユーティリテマのイツ•ステム情報の管理」か€ 
4■退避 j を選択してぐださい。 

EXPRESSBUILDER に'!_, 


終了 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の終了 
画面が表示されます。 


ツールメニュー 

ツールメニューは、 EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) に収められている各種ユーティリティを個別 
で起動し、オペレータが手動でセットアップを行います。 

また、システム診断やサポートディスウの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver 3. xxxx-x Copyright ( C ) NEC Corporation 2004 


スクアレイコンフィグレーシ 


RAID 情報のセーブ/リストア 

オフライン保守ユーティリティ 

システム診断 

サポートディスクの作成 

保守用パーテイシヨンの設定 

各種 BI 0 S/FW のアップデート 

リモートマネジメントカードの初期設定 

システムマネジメント機能 

ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAID ] ン KH ラ:検出 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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• ディスクアレイコンフィグレーション 

ディスクアレイコント□ーラに接続されているハードディスク責に応じて自動的に論理 
ドライプ(ロジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

ディスクアレイコント ロー ラに ハー ドディスウを接続して RAID の新規設定や再設定を行 
う場合、および既存のコンフィグレーション情報をクリアする場合に使用します。 

本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□—ラに接続する 
ハードディスウの容量はすべて同じで、かつ READY 状態である必要があります。 

手順については、102ページの「ディスクアレイコンフィグレーション」を参照してくだ 
さい。 

ゾ このメニューは RAID を構築したときにのみ表示されます。 

Lf エック| 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスウアレイシステムのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに保存（セー 
ブ)、または、フロッピーディスウから復元(リストア)することができます。 

一 RAID 情報のセーブ 

ディスウアレイコント□ーラのコンフィグレーション情報をフロッピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフロッピーディスクを用意してください。 RAID の 
設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
プしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□ッピーディスウに保存されたコンフィグレーション情報をディスウアレイコン 
トローラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフロッピーディスクを用 
意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコン 
フィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグレー 
ション情報をリストアしてください。 

4^ この機能は保守用です。保守以外の目的で操作しないで<ださい。誤った操作を行うと 
エック | データを 損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、予防保守、障害解析を行うためのユーティリティで 
す。 ESMPRO が起動できないような障害が起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因の確認ができます。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検査 
します。 


本機能は、ダイレクト接続 ( COMB ) からの実行はできますが、 LAN 接続での実行はでき 
ません。また、ネットワークへの影響を防止するためにも本体に接続しているネット 
ワークケープルは すべて 取り外しておいてください。 
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參サボートディスクの作成 


サボートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER ( SE ) 内のユーティリティをフ□ッ 
ピーディスクから起動するための起動用サポートディスウを作成します。なお、画面に 
表示されたタイトルをフロッピーディスクのラペルへ書き込んでおくと、後々の管理が 
容易です。 

サポートディスクを作成するためのフロッピーディスクはお客様で用意してください。 
- ROM - DOS 起動ディスク 

ROM - DOS システムの起動用サボートディスウを作成します。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスウを作成します。 

-システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行うプログラムの起動用サボートディスウを 
作成します。 

• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の 
起動」以外の項目は表示されません。 

I n -0 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、本体をリセットしたり、 
電源を OFF にしたりしないでください。 

一保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵ハードディスク上に領域を確保し、続けて各種ユーティリティの 
インス I ルを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、 
各種ユーティリティのインストールのみを行います。 

—各種ユ _ ティリティのインスト•ール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインストールします。イ 
ンストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティをハードディ 
スウから起動した場合に、使用することができます。 

—各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フロッピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□ッ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ以外では、本項目は 
使用しないでください。 

一 FDISK の起動 

ROM - DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除 
などができます。 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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各種 BIOS / FW のアップデート 


インターネットの 「NEC 8番街」で配布される「各種 BIOS/FW のアップデートモジュール」 
を使用して、本装置の BIOS やファームウェア (FW) をアップデートすることができます。 
「各種 BIOS/FW のアップデートモジュール」については、次のホームぺージに詳しい説玥が 
あります。 

『NEC 8番街』： http://nec8.com/ 

各種 BIOS/FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS/FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる 「README.TXT」 に記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートレてください。 「README.TXT」 は Windows のメモ帳な 
どで読むことができます。 

I H-O BIOS / FW のアップデートプログラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 

• リ モー ト マネージ メント カードの 初期設定 

リモートマネージメントカードへの本体装置固有情報の設定を行います。本設定を行う 
こどで、リモートマネージメントカードによるハードウェア障害の監視や障害通報、お 
よび LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御(本体装置のリセット、電源 0N/0FF、 システ 
ムイベントログ (SEL) の確認など)が可能となります。 

• システム マネージ メント機能 

通報機能、リモート制御機能を使用するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER (SE) の各種機能に関する説明を表示します。 

• 終了 


EXPRESSBUILDER (SE) を終了 します。 
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ソールレスメニ 



EXPRESSBUILDER(SE) は、本装置にキーボードなどのコンソールが接続されていなくて 
も各種セツトアップを管理用コンピュータ（管理 PC) から遠隔操作することができる「コン 
ソールレス」機能を持っています。 


本装置以外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER ( SE ) が添付されていた本装置 
以外の Express 5800シリーズに使用しないでください。故障の原因となります。 

コンソールレス時の使用は、本体にキーポードが接続されていないことが条件です。本 
体にキーポードが接続されていると、 EXPRESSBUILDER ( SE ) はコンソールがある 
と判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート B) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「DianaScope オンラインドキュメント」を参照してください。 


巳 I 0 S セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでください。 
CD - ROM ドライブが最初に起動するようになっていないと使用できません。 

LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。 

ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、設定情報を格納したフロッピーディ 
スクが必要になります。 

フォーマット済みのフロッピーディスクを用意しておいてください。 

BIOS SETUP を通常の終了方法以外の手段(電源 OFF やリセット)で終了するとリダイ 
レクシヨンが正常にできない場合があります。設定フアイルで再度設定を行ってくださ 
し、0 


rpn 


BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 


LAN #1: 

[Enabled] 

Serial Port A: 

[Enabled] 

Serial Port A I/O Address: 

[3F8] 

Serial Port A Interrupt: 

[IRQ 4] 

Serial Port B: 

[Enabled] 

Serial Port B I/O Address: 

[2F8] 

Serial Port B Interrupt: 

[IRQ 3] 

BIOS Redirection Port: 

[Serial Port B] 

BIOS Redirection Baud Rate: 

[19.2k] 

BIOS Redirection Flow Control: 

[CTS/RTS] 

Console Type: 

[PC ANSI] 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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ツールメニュー 

メインメニューでツールを選択すると以下のメニューが表示されます。 



p-O 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー」の「ツールメニュー」にある機能と比較すると 
「システム診断」の内容や操作方法が異なります。詳しくは、この章の「システム診断」を参 
照してください。 

メニュ ー( 機能）については、前述の 「EXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」と同じで 
す。前述の説明を参照してください。 












マスターコント ロー ルメニ 



Windows 95以降、または Windows NT 
4.0以降が動作しているコンピュータ上で 
添付の CD - ROM「EXPRESSBUILDER 
( SE ) CD - ROM 」 をセットすると、「マス 
夕ーコントロールメニュー」が自動的に起 
動します。 


響 一 

rE>n 


システムの 状態によっては自動的に 
起動しない場合があります。そのよ 
うな場合は、 CD-ROM 上の次のファ 
イ ルを エクスプローラ 等から実行し 
てください。 

CD-ROM のドライブ 
レター： ¥MC¥1ST.EXE 


〇オンラインドキュ/ント 


EXPRESSBUILDER (SE) 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


〇 117 


ソフトウェアの 
v セットアップ 


NEC 


マスターコントロールメニューからは、リモート管理ユーティリティである 「 EMSPR 0/ 
Sever Manager 」 や 「 DianaScope 」 のインストールやオンラインドキュメントを 
参照することができます。終了する場合は、[終了]をクリックしてください。 




オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。こ 
のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに [ ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を選択して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、右クリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム • 権限で実行してください。 


ora 


CD - ROM をドライブから取り出す前に、マスターコント□ールメニューおよびメニューか 
ら起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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ディスクアレイコンフィグレーション 

ディスクアレイコンフィグレーションはディスクアレイコント□ーラに接続されているハードディスク責 
に応じて自動的に論理ドライプ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

ディスクアレイコント□ーラにハードディスクを接続して RAID の新規設定.再設定を行 d 場合、および既 
存のコンフィグレーション情報をウリアする場合に使用します。 


使用上の注意 


ディスウアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

參 RAID を構築するハードディスクドライブは同じ容量、同じ回転数のものを使用してくだ 
さい。 

• コンフィグレーション済みのディスウアレイコント□ーラを使用する場合、新規に論理 
ドライブを作成する前に、既存のコンフィグレーション情報をクリアする必要がありま 
す。コンフィグレーション情報をクリアすると、既存のデータは失われますのでご注意 
ください。 

• 本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□—ラに接続する 
ハードディスウの容量はすべて同じで、かつ READY 状態である必要があります。 

• 本ユーティリティでは、指定されたハードディスク構成で割り当て可能な最大容量を使 
用し、単一の論理ドライブを作成することができます。また、論理ドライプの容量を任 
意で指定することにより、複数の論理ドライプ(最大4台)を作成することもできます。 

• RAID の設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID 構成を指定してください。 
通常は、指定されたハードディスク構成で割り当て可能な最大容量を使用し、単一の論 
理ドライブを作成します。複数の論理ドライブ作成の指示がある場合のみ、容量を指定 
して作成してください。 

• RAID の新規設定、再設定を行った場合、コンフィグレーション情報をフロッピーディス 
クに保存してください。手順は、96ページの 「RAID 情報のセーブ/リストア」を参照して 
ください。 

• 本体のマザーポード上にある SATA インタフェースに接続したハードディスクドライブ 
に対する設定をする場合は、このメニューを起動する前に6章の「システム BIOS のセット 
アップ」を参照して 「SATA RAID Enable」 の設定を有効にしてください。 
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使用方法 


以下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 


1. 6 章の「システム BIOS のセッ ト アップ」を参照して 「SATA RAID Enable 」 の設定を有効にする。 

2. EXPRESSBUILDER ( SE ) CD-ROM からシステムを起動する。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の起動方法は、 94 ぺージの 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) 」 を参照してくだ 
さい。 

管理 PC の画面にメインメニューが表示されます。 

3. メインメニューから「ディスクアレイコンフィグレーション」を選択する。 

ユーティリティが起動し、ディスクアレイコント□—ラに接続されたハードディスクの状態と論 
理ドライブの状態をチェックします。 

すでに論理ドライプが存在する場合や READY 状態以外の物理ディスクが存在する場合、現在の コ 
ンフィグレーション情報をクリアするかどうかの確認のメッセージが表示されます。 

• 「丫」を選択した場合 

コンフィグレーション情報をクリアした後、設定可能な RAID 構成が表示されます。 

• 「1\1」を選択した場合 

ユーティリティを終了します。 

4. 設定したい RAID 構成を選択し、番号を入力する。 

作成する論理ドライブの各種パラメータが表示され、確認メッセージが表示されます。 

• 表示された内容で論理ドライプを作成する場合 
「丫」を選択します。 

自動的に論理ドライプの作成、および初期化を開始します。 

• 論理ドライプの容量を変更する場合 
rs」 を選択します。 

容量は画面上に表示される入力指定範囲内 (MB 単位)で指定します。容量の入力が完了した 
ら、再度、作成する論理ドライプの確認メッセージが表示されます。入力した値が画面上に 
表示されていることを確認し、「丫」を選択します。 

自動的に論理ドライプの作成、および初期化を開始します。 

複数の論理ドライプを作成する場合はこの手順を繰り返します。 

• RAID 構成を再指定する場合 
「1\1」を選択します。 

論理ドライプをまだ作成していない場合は、 RAID 構成の 再 指定が可能です。 

論埋ドライプを1台以上作成している場合は、 「N」 を選択するとユーティリティは終了しま 
す0 


以上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了です。 
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オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障 
害原因の確認ができます。 

两~〇 * オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプログラムです。オフライン 
保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)が 
ありますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している 
保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティが起動すると、クライアントから本製品にアクセスでき 
なくなります。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次の方法で起動することができます。 

參 EXPRESSBUILDER ( SE ) からの起動 

「EXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリ 
ティ」の順に選択すると、 CD-ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

參フロッピーディスクからの起動 

「EXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」の「ツール」一「サボートディスクの作成」で作 
成した「オフライン保守ユーティリティ起動 FD」 をセットレて起動すると、オフライン保 
守ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス!ル後、 POST 画面で <F4> キーを押すと、 
ディスクよりオフライン保守ユーティリティが起動します。 
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オフライン保守ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

參 IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface) におけるシステムイベント□グ 
(SEL)、 センサ装置情報 (SDR)、 保守交換部品情報 (FRU) の表示やパックアップをしま 
す。 

本機能により、本製品で起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定するこ 
とができます。 

參 BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテキストファイ ルへ 出力します。 

參システム情報の表示 

プロセッサ (CPU) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力した 
りします。 

參システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設定のパックアップ(退避)をします。パックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

■ I ： システム情報のバックアップの方法については、 80 ぺージで説明しています。なお、リ 

CEvFi ストア（復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 


參各種ユーティリティの起動 

「EXPRESS 巳 UILDER(SE) CD-ROM」 から保守用パーティションにインストールされた 
以下のユーティリティを起動することができます。 

ーシステムマネージメント機能 
—システム診断ユーティリティ 
一保守用パーティションの設定 

• 筐体識別 

本装置のランプ、プザーなどで、本装置を識別できるようにします。ラックに複数台の 
装置が設置された局面で装置を識別するときなどに便利です。 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

EXPRESSBUILDER(SE) の「ツール」メニューから「システム診断」を実行して診断してください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• メモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクドライプのチェック 

I n -〇 システム診断を行う時は、必ず本体に接続しているネットワークケーブルを外してくださ 
し)。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがありま 

T 。 

■； ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行ぃません。 

IW1 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール(キーボード)を使用する方法と、本体 
前面の COM B ポートとダイレクト接続された管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソー 
ルレス）があります。それぞれの起動方法は次の通りです。 

I 两~〇 EXPRESSBUILDER(SE) のコンソールレスでの起動方法には、ダイレクト接続 (COM 
B) と LAN 接続の2つの方法がありますが、システム診断はダイレクト接続 (COM B) でし 
か利用することができません。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

2. 本体に接続しているネットワークケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 
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4.「 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 がらシステムを起動する。 


本体のコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合で手順が異なりま 
す。本章の 「 EXPRESSBUILDER ( SE )」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) がら起動すると画面にメニューが表示されます。本体のコンソールを使 
用して起動した場合は、本体に接続しているディスプレイ装置に 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) トップ 
メニュー」が表示されます。コンソールレスで起動した場合は、管理 PC のディスプレイに 
「 EXPRESSBUILDER ( SE ) メインメニュー」が表示されます。 


I Exp ress5800 シリ - 


_ 


K Copyright(0NEC C 


參 / i J 圍 二麗 1 圍: 

:胃 セに:: 


EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー 


ITXPRESSBUILDER メ インメ ニニ 

ツール 


EXPRESS 巳 UILDER ( SE ) メイン メニュ- 


5. [ツール]を選択する。 

6. [ツールメニュー]の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル： 診断ツールの名称およびパージョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル:診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果： 診断開始 • 終了 • 経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実行した各試験の結果を表示します。カーソル行で < Enter >*_ 

を押すと試験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを検出した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が赤く反転表示 
し、右側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します 0 

エラーを検出した試験に力ーソルを移動しく Enter > キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従い < Esc > キーを押す。 
以下のメインメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .lm) 
i — Enduser Menu ― i 


<Test Result* 


<Device List> 

く Log Info 
<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result >: 
<Device List >: 
<Log lnfo >: 


〈 Option 〉: 

< Reboot >: 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデパイスー覧情報を表示します。 

試験ログを表示します。エラーメッセージをフ□ッピーディスクへ保存 
することができます。フ□ッピーディスクへ記録する場合は、 
フォーマット済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブ 
にセツトし、く Save 〉 を選択してください 0 
ログの出力先の変更します。 

システムを再起動します。 


8. 上記メインメニューで < Reboot > を選択する。 

再起動し、システムが 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 から起動します。 

9. EXPRESSBUILDER ( SE ) を終了し、 CD-ROM ドライプから 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - 
ROM 」 を取り出す。 


10. 本体の電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントがら抜く。 

11. 手順2で取り外したネットワークケープルを接続し直す。 


12. 電源コードをコンセントに接続する。 


以上でシステム診断は終了です。 




DianaScope 

DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウエアです。 DianaScope の機能 
やインストール方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照してください。 



^ 本製品において DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセンス ( UL 1198- 

001 または UL 1198-011) が必要です。本製品には以下のサーパライセンスが添付されてい 
ます。 

— UL 1 1 98-00 1 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 
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BMC Online Update 

BMC Online Update は、インターネットで配布される 「BMC(Base board Management Controller) 
ファームウェア」を使用して、本体内に装着されているリモートマネージメントカード内の BMC ファーム 
ウェアを更新するソフトウェアです。 

ゾ • このソフトウェアは 2 MB 以上の空き容量を必要とします。 

IfSiZ ] »管理 PC からリモート操作する場合は、 「 DianaScope 」 を使用します。設定や通信方法に 
ついては DianaScope のオンラインドキュメントを参照してください。 


インス I ル 


1. root ユーザーで□グイン後 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM から以下のファイルを適当なディレ 
クトリに コピーする。 

r cp / mnt / cdrom/BMCT 〇〇 L / OnlineUp / BmcOnlineUpdate . i 386」 

2. rpm ファイルを解凍する。 

frpm - ivh BmcOnlineUpdate . i 386」 


起動方法 


p -〇 • BMC ファームウェアの更新作業をしている間は装置の電源を OFF にしないでくださ 
mm し〉。更新作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなります。 

• 更新された BMC ファームウェアは、装置の再起動後に有効になります。再起動を行う 
までは、更新前の状態で運用を継続します。 

下記の入力を行い、プログラムを開始させてください。 

cd /usr/ 巳 mcOnlinellpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 

I H -〇 日本語をサボートしていない場合はオプシヨン "-ja" をつけないでください。 

./BmcOnlineUpdate 


no 







エラー 表示一覧 


下表にエラーメッセージと対処方法を示します。 


メッセージ 

対処方法 

アップデートの必要がありません。 

現在使用している環境は、アップデートしようとした 
データより新しいか同じデータが適用されています。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置の 
データで Update を実行してください。 

BMC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカードが正常に取り付けられ 
ているか確認してください。取り付けを確認してか 
ら Update を実行してください。 

オンラインモードに移行できません。 

BMC がビジー状態の可能性があります。数分後に再度 
実行してください。 

運用中のデータの退避に失敗しまし 
た。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中にエラーが発生しまし 
た。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライパが見つかりません。 

IPMI ドライパをインス1'ールしてください。 

サポート対象外です。 

アップデート機能をサボートしていない BMC です。こ 
のツールによるアップデートはできません。 


I H -〇 対処方法を実行しても、アップデートに失敗した場合は保守サービス会社に連絡してくださ 
圏い。 
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ESMPRO 


ESMPRO / ServerAgent 、 ServerManager は、システムの安定稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウヱアです。構成情報や稼動状況を管理し、システムの異常を検出した際に 
システム管理者へ通報することにより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を可能にします。 

添付の CD - ROM 「パックアップ CD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーション 「 ESMPRO / 
Server Agent」 が格納されています。 ESMPRO/ServerAgent と通信を行いネットワーク上の管理 PC から 
本装置を監視するアプリケーシヨン 「ESMPRO/ServerManager」 は 「EXPRESSBUILDER (SE) CD-ROM」 
に格納されています。 


• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerManager の動作環境やインストール方法、アンインストール方法およ 
び運用時の注意事項については 「EXPRESSBUILDER(SE) CD-ROM」 にある 「ESMPRO/ 
ServerManager インストレーションガイド」を参照してください。 

奉 ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO/ServerAgent は本装置に自動でインスI — ルされる監視アプリケーションで 
す。 ESMPRO / ServerAgent に関する詳細な説明は本体に添付の「パッウアップ 
CD - ROM 」 内にあるオンラインマニュアル ( PDF ファイル）を参照してください。 


添付のパックアップ CD-ROM:/nec/Linux/esmp「o.Sa/doc 

ESMPRO/ServerAgent は出荷時のハードディスウにインストール済みです。また、 
再インストールの時も自動的にインストールされます。 



エクスプレス通報サービス 

エウスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を電子メールで保守セン 
ターに自動通報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に保守を 
行ったりすることができます。 

エウスプレス通報サービスは出荷時のハードディスクにインス!■'ール済みです。また、再インストールの 
時も自動的にインスI''ールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためには、別途契約が必要となります。詳しくは、お買い求めの 
販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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